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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第55期

第３四半期累計期間
第56期

第３四半期累計期間
第55期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年12月31日

自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 14,548,722 12,123,704 20,374,578

経常利益（千円） 525,244 282,958 774,006

四半期（当期）純利益（千円） 142,207 42,776 269,112

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 1,445,600 1,445,600 1,445,600

発行済株式総数（株） 6,306,000 6,306,000 6,306,000

純資産額（千円） 7,092,339 7,167,394 7,210,398

総資産額（千円） 11,875,457 11,820,853 12,627,145

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
22.56 6.79 42.70

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 10.00

自己資本比率（％） 59.72 60.63 57.10

　

回次
第55期

第３四半期会計期間
第56期

第３四半期会計期間

会計期間
自平成22年10月１日
至平成22年12月31日

自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

１株当たり四半期純損失金額（△）

（円)
△6.06 △17.68

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社を有していないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1）経営成績の分析

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による停滞から回復途上にあるものの、欧州債

務危機による金融市場の動揺や、欧米景気の減速など、世界経済の変調により停滞感が増しており、先行きは極めて

不透明な状況にあります。 

　このような中、当社におきましては、東日本大震災に伴い、中止や延期される物件が見られたり、顧客に設備投資計

画を見直す動きが見られるなどの影響を受けて、当第３四半期累計期間の売上高は121億23百万円（前年同期比

16.7％減）となりました。利益面につきましては、売上高の減少に伴い、営業利益が２億19百万円（前年同期比

52.4％減）、経常利益が２億82百万円（前年同期比46.1％減）、四半期純利益が42百万円（前年同期比69.9％減）

となりました。

　引き続き、景気動向の不透明感がなかなか拭えない状況下ではありますが、当社は総合厨房機器メーカーとして、

特に「エコ」や「食の安全・安心」に繋がる厨房機器・厨房システムのご提案に心がけ、様々なお客様のご要望に

応えられる魅力ある厨房設備のご提案に力を注ぎ、業績の向上に取り組んでまいります。

 

(2）財政状態の分析

　当第３四半期会計期間末の資産合計は、前事業年度末に比べ８億６百万円減少し、118億20百万円となりました。こ

れは主に、現金及び預金が２億43百万円、商品及び製品が３億30百万円、仕掛品が１億93百万円増加したものの、受

取手形及び売掛金が16億16百万円減少したことなどによるものであります。

　負債合計は、前事業年度末に比べ７億63百万円減少し、46億53百万円となりました。これは主に、長期借入金が４億

25百万円増加したものの、支払手形及び買掛金が４億28百万円、１年内返済予定の長期借入金が６億97百万円減少

したことなどによるものであります。

　純資産合計は、前事業年度末に比べ43百万円減少し、71億67百万円となりました。これは主に、四半期純利益を42百

万円計上したものの、その他有価証券評価差額金が22百万円減少し、また、剰余金の配当が63百万円あったことなど

によるものであります。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　　当第３四半期累計期間における研究開発スタッフは26名、また、研究開発費は78百万円となっております。

　　なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,000,000

計 17,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,306,000 6,306,000
大阪証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 6,306,000 6,306,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日　　

　

－ 6,306,000 － 1,445,600 － 1,537,125

　　

（６）【大株主の状況】

　　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 　 3,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　6,301,600 63,016 －

単元未満株式 普通株式　  　　1,100　 － －

発行済株式総数 　　　　　　6,306,000 － －

総株主の議決権 － 63,016 －

 

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社中西製作所 大阪市生野区巽南5-4-14 3,300 － 3,300 0.05

計 － 3,300 － 3,300 0.05

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成23年10月１日から平成23年

12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,748,364 2,992,332

受取手形及び売掛金 4,474,898 ※
 2,858,395

商品及び製品 686,113 1,016,728

仕掛品 421,020 614,439

原材料及び貯蔵品 200,819 292,276

繰延税金資産 141,353 74,619

その他 103,724 107,185

貸倒引当金 △4,533 △9,306

流動資産合計 8,771,760 7,946,671

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 476,472 453,615

土地 2,363,610 2,363,610

その他（純額） 174,378 214,478

有形固定資産合計 3,014,461 3,031,704

無形固定資産 27,457 56,638

投資その他の資産

投資有価証券 315,157 285,147

繰延税金資産 300,434 301,091

その他 212,279 220,411

貸倒引当金 △14,404 △20,811

投資その他の資産合計 813,466 785,838

固定資産合計 3,855,385 3,874,182

資産合計 12,627,145 11,820,853

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,447,953 ※
 2,019,892

短期借入金 100,000 73,500

1年内返済予定の長期借入金 894,296 197,157

未払法人税等 30,198 14,864

未払費用 122,407 113,523

賞与引当金 204,825 107,193

その他 325,814 348,486

流動負債合計 4,125,495 2,874,617

固定負債

長期借入金 200,000 625,000

退職給付引当金 736,592 810,344

役員退職慰労引当金 274,305 278,346

その他 80,354 65,152

固定負債合計 1,291,251 1,778,842

負債合計 5,416,747 4,653,459
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,445,600 1,445,600

資本剰余金 1,537,125 1,537,125

利益剰余金 4,713,318 4,693,067

自己株式 △2,355 △2,355

株主資本合計 7,693,688 7,673,437

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 22,755 2

土地再評価差額金 △506,045 △506,045

評価・換算差額等合計 △483,289 △506,043

純資産合計 7,210,398 7,167,394

負債純資産合計 12,627,145 11,820,853
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 ※
 14,548,722

※
 12,123,704

売上原価 11,207,438 9,114,269

売上総利益 3,341,283 3,009,435

販売費及び一般管理費 2,879,205 2,789,491

営業利益 462,078 219,944

営業外収益

受取配当金 8,065 8,387

仕入割引 58,814 54,911

その他 16,246 16,675

営業外収益合計 83,126 79,974

営業外費用

支払利息 17,488 12,386

その他 2,472 4,573

営業外費用合計 19,960 16,959

経常利益 525,244 282,958

特別利益

固定資産売却益 － 5,319

貸倒引当金戻入額 949 －

特別利益合計 949 5,319

特別損失

固定資産除却損 485 2,199

災害による損失 － 5,350

投資有価証券評価損 166,267 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 11,127 －

特別損失合計 177,880 7,549

税引前四半期純利益 348,313 280,728

法人税、住民税及び事業税 225,401 156,192

法人税等調整額 △19,295 81,759

法人税等合計 206,105 237,952

四半期純利益 142,207 42,776
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【追加情報】

　当第３四半期累計期間

（自　平成23年４月１日

　　至　平成23年12月31日）　

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

（法人税率の変更等による影響）

　「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第

114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平

成23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する事業年度から法人税率の引下

げ及び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用

する法定実効税率は従来の40.8％から、平成24年４月１日に開始する事業年度から平成26年４月１日に開始する事業

年度に解消が見込まれる一時差異については37.8％に、平成27年４月１日に開始する事業年度以降に解消が見込まれ

る一時差異については35.4％となります。この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した

金額）は48,827千円減少し、法人税等調整額は48,827千円増加しております。

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

前事業年度

（平成23年３月31日）

当第３四半期会計期間

（平成23年12月31日）

───────────

　

※　四半期会計期間末日満期手形

 四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手

形交換日をもって決済処理をしております。なお、当第３

四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次

の四半期会計期間末日満期手形が、四半期会計期間末残

高に含まれております。

受取手形                            61,353千円

支払手形　　　　　　　　　　　　　 185,164千円

　

（四半期損益計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

※　　当社は、学校給食設備等の納期が夏季及び年度末に集

中しているため、売上高が第１、第３四半期会計期間に

比べて第２、第４四半期会計期間に高くなる傾向にあ

ります。

※　　　　　　　　　　　同左

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間

に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　　 

前第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費 70,482千円 減価償却費 81,378千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

１．配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 63,027 10.00 平成22年３月31日 平成22年６月30日利益剰余金

　
２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間末後とな

るもの 

該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

１．配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 63,026 10.00 平成23年３月31日 平成23年６月30日利益剰余金

 
２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間末後とな

るもの 

該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）　

当社は、業務用厨房機器の製造、販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

当社は、業務用厨房機器の製造、販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 22.56円 6.79円

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 142,207 42,776

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 142,207 42,776

普通株式の期中平均株式数（株） 6,302,713 6,302,693

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

 　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月13日

株式会社中西製作所

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西原　健二　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉田　圭一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社中西製作

所の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第56期事業年度の第３四半期会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　　

四半期財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社中西製作所の平成23年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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